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 八王子福祉園だより  １月号 

Ｎｏ.２９２ 

20１７.１．１５発行 

 あけましておめでとうございます。 

 四つ葉会会員の皆様、職員の皆様、地域の皆様、昨年中は大変お世話になりました。これからも引き続き、平和

で豊かな生活が営まれていき、利用者がより幸せになることを希望いたします。 

 昨年は、広報、園内整備活動、茶菓代の寄付等の通常の活動に加えて、相模原での痛ましい殺傷事件や岩手県岩

泉町のグループホームでの災害を受けて、緊急時の対策を検討するお願いをしました。新しい活動としては『園芸

部』を考慮中です。本年も皆々様方のご協力を得て、引き続き、充実した活動を行っていきたいと思っています。 

 なお、当方春より秋まで本業が多忙であったために、副会長に活動を依存し、迷惑をお掛けいたしました。今年

も同様かと思います。会長、副会長ともに既に 10 年以上の長きに亘って、同一人物が対応しております。交代や

副会長の１名の追加を希望します。 

 

          

                               （生活支援第 10 棟 加藤） 

 

新年明けましておめでとうございます。皆様方には、健やかに新しい年を迎えられたことと存じます。 

昨年は、社会福祉法が改正され、社会福祉法人の経営の透明性、地域福祉へのより一層の貢献が求められるこ

ととなったほか、4 月からは障害者差別解消法が施行され、事業者には合理的配慮や差別的取り扱いの禁止など

が義務付けられることとなりました。また、4 月には、熊本で震災が発生し、7 月には相模原市の施設で痛まし

い事件が発生しました。これを受けて、当園としても防災・防犯対策のより一層の充実強化を図っているところ

です。あわせて、障害者の権利擁護、人権啓発にも引き続き力を入れて取り組んでいく決意を新たにしたところ

です。 

さて、今年の八王子福祉園ですが、利用者本位で質の高いサービスを提供すること、地域の多様な主体と連携・

協力し、地域福祉の向上に貢献していくことなどの運営方針のもとで、これまで力を入れてきた利用者の高齢・

虚弱化や強度行動障害への対応、重度障害者の地域生活移行支援、相談支援事業などに引き続き取り組んでいく

とともに、障害者施策にかかわる新たな動きを的確にとらえて、さらなるサービス向上に努めてまいります。 

本年も、八王子福祉園が、利用者の皆様、ご家族の皆様、そして地域にとって、より良い施設となるよう、園

のモットーである「地域とともに歩み、利用者の笑顔が輝く八王子」の具体化に向けて、職員一同力を合わせて

取り組んでまいります。引き続き、皆様方のご理解ご協力をいただけますよう、どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

新年のご挨拶    東京都八王子福祉園長 鈴木 薫 

新年のご挨拶     四つ葉会会長 内藤 治男 

   

     

  

 
あけましておめでとうござ

います。酉年生まれのご利

用者様をご紹介します。 

 

  

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1483595237/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly91cGxvYWQud2lraW1lZGlhLm9yZy93aWtpcGVkaWEvY29tbW9ucy90aHVtYi8yLzJlL1dpa2ktYy1vb3J1cmkuanBnLzI1MHB4LVdpa2ktYy1vb3J1cmkuanBn/RS=%5eADBUjYNlOmZDGaA5NB5jkT0fvThoII-;_ylt=A2RinFdkjGxY9lQApRodOfx7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


  

                                        

  

 

 

 

 

 

                        

             

                              

 

    

 

 

 

 

                                                                        

 

とう 

 

 

   

 

 

 

                                                                          

                           

                            

                          

                          

                                                                               

                             

 

                      

                       

〒192-0153東京都八王子市西寺方町７６  

 

TEL ０４２（６５１）４１１４       FAX ０４２（６５１）２０５２ 

 災害用伝言ダイヤル１７１「２」０４２－６５１－３８９６ 

 E-mail  noi@mx6.ttcn.ne.jp    ホームページアドレス http://www1.ttcn.ne.jp/~noi/ 

 12 月 12 日（月）、当園で、高尾警察署と合同で防犯訓練【夜間想定】を実

施しました。 

 当日は、「夜間の時間帯に不審者が受付に立ち寄らずに園内へ向かおうとす

る。」という想定で、受付警備員による声掛け等の初期対応、エマージェンシー

コール（以下「ＥＭコール」）の発信、警察への通報、ＥＭコールを受けての各

生活棟夜勤役・遅番役による各所施錠、夜勤役による棟保安、遅番役、職員住

宅居住者役による応援駆け付け等、不審者対応マニュアルの検証を兼ねて実施

しました。その後、高尾警察署の方から「さすまた」や「防犯用カラーボール」

の使い方を体験的に学びました。参加した職員からは「さすまたの持ち方、構

え方等を実際に体験し、知ることができた。」「防犯用カラーボールは、相手に

ぶつけるモノではなく、足元に投げつけ、飛び散った塗料が掛かるようにする。

ということを学べて有意義だった。」との声が多く聞かれました。 

  

                      

高尾警察との防犯訓練を実施しました 

 

 

実施 

園サービス発表会が行われました 

東京都八王子福祉園 

 １２月２日（金）八王子福祉園サービス発表会が開催されました。直接支援に携わっている職員が、日々取

り組んでいる活動や支援等の内容を発表する場として毎年開催しています。今回は、１３の発表がありました。

各職場の様々な取り組みの中からアイディアや、ヒントを共有することでサービス提供のレベルアップを図ると

てもよい機会になりました。 

 審査の結果、最優秀賞は支援第１係の「看取りケアの実践について」に決まりました。この発表は１月３１日

（火）、野方区民ホール（中野区立区民ホール）にて開催される東京都社会福祉事業団事例発表会で、当園の代

表として発表いたします。 

 発表者は、「最優秀賞に選ばれたのは、今、八王子福祉園がおかれている状況から喫緊の課題として取り組ま

なくてはならない、とても重要なテーマだったことが要因だと思います。１係は係内研修として、外部講師を招

いてターミナルケア研修を行い、その学びを深めることができました。そのことが、今回の発表に大きくつなが

っています。事業団事例発表会では、当園が抱えている現状を発信すると共に、他園の状況も感じることができ

たらと思います。」と、気を引き締めていました。 

                                    （支援第二係 菊池） 

 

 

園では、今年度中に警察への非常通報装置の整備を行い、今後も継続して訓練を実施することにより、利用

者のみなさまの安全確保に努めて参ります。     

                                  （管理運営係長 谷口） 

 

＜事業団賛助会員の募集について（お知らせ）＞ 
 
 東京都社会福祉事業団は、自立的経営基盤の確立に

向けた取り組みの一環として、このたび、賛助会員制

度を創設しました。現在、会員を募集中ですので、皆

様のご協力をお願いいたします。 

 詳しくは、当園のロビーにも置かせて頂いている、

事業団作成のチラシをご覧ください。 
  


